




平成２６年１１月３０日

外部評価委員コメントに対する回答

長岡技術科学大学

技術経営研究科長 三上喜貴

[専攻の目的] 

専攻の目的は明確であり，社会的必要性も高く，システム安全の分野において先端に位

置しているとの肯定的評価を頂いたので，引き続きシステム安全専門職育成を目的とした

教育研究活動を推進する．また，具体的な専攻目標を強調することにより，目指すべき人

材育成の目標が明確になるとともに専攻の独自性が明らかになるとのご指摘を頂いたので，

それを具現化する術を今後検討する．

[教育内容] 

システム安全の体系的理解を図るためのシステム安全概論の講義から始まり，安全技

術・安全マネジメント（規格・法規含む）の基盤分野・個別分野の教育を実践するととも

に，学習の集大成として創造性を涵養するためのプロジェクト研究を実施することで，シ

ステム安全の体系を理解し，創造的能力を備えた指導的技術者・研究者を養成する教育内

容を整備している．少人数教育と実物を用いた実践的教育による質の確保に配慮しながら，

先進分野の安全についてもシステム安全特論の講義にて積極的に取り入れていく．授業ア

ンケート等による学生の意見を真摯に汲み取り、改善を実施しているとの肯定的評価を頂

いたので，引続き学生のニーズを把握しながら適切な教育体制を整備していく．

カリキュラムの体系化がボトムアップ的であるとのご指摘を頂いたので，トップダウン

の見地からの体系化を今後検討する．また，安全の複数の分野や立場に対応した柔軟なカ

リキュラムにすることについてのご指摘を頂いたので，多くのニーズにかなう木目細かい

指導を行っていく．さらに，新しいことに挑戦する創造性を持った人材の育成が出来るよ

うな教育についてのご指摘を頂いたので，適切な人材育成のための教育改善に努めていく． 

[教員組織] 

教員の教育研究能力や産業界への貢献については肯定的な評価を頂いたので，引続きシ

ステム安全分野における最先端の教育研究を推進するとともに，産学連携にも鋭意取り組

んでいく．教員構成についてのご指摘を頂いたので，適切な教員配置を今後検討していく．

また，システム安全分野における若手教員の補充・育成は重要であり，安全工学分野の人

材に限定することなく，技術・マネジメント分野の研究者をシステム安全分野に参画させ

育成することで，円滑な世代交代を推進する．



 

 

[学生の受け入れ] 

学生の受け入れに当たっては，アドミッションポリシーにて創造的能力を備えた指導的

技術者・研究者を養成することを目的とすることを明確に示し，広く一般に公表している．

これを受け，幅広い産業分野から一定の社会人経験を有する人材を受け入れることとして

いる．入学試験においては，実務経験に加えシステム安全という視点から新たな知見を発

見・発展させる意思と能力を有するかを審査の対象としており，創造性を持った人材の育

成を目指している．輩出すべき学生像については専攻内での議論を踏まえてより明確な表

現を検討していく．また，受験生の安定的な確保という観点から，講演会等でも上記事項

を積極的に発信していく．さらに，経営者に社員派遣のメリットを明示することの一つと

して，システム安全エンジニア資格の有用性について幅広く情報発信する． 

 

[教育研究環境] 

東京サテライトキャンパスの教育環境のさらなる充実や ICT の活用，他大学との連携な

どの多くの有意義なご指摘を頂いた．国内外の他大学の取組を参考にしつつ，学生のニー

ズや教育の質維持に配慮しながら，中長期的な取組を検討していく． 
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